
ＧＰＳ波浪計を活用した沖合波浪観測について

港湾局は、港湾整備に必要な沖合の波浪を精度良く観測するＧＰＳ波浪計を整備し、沖合波浪観測を
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実施しています。 地震発生時には津波の観測も可能*であることから、気象庁等関係機関と連携する
ことにより、港湾を含む沿岸域での津波への迅速な対応にも活用できます。
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＊沖合では沿岸に比べて津波の高さは小さくなる。津波警報が発表（気象庁所管）される程度の高さの津波が沿岸
に来襲する場合（沿岸で津波の高さが１ｍ以上）では、 ＧＰＳ波浪計を設置している沖合でも津波成分を検出可
能であると考えられる。
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